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令和 7 年度大学入学共通テスト『情報 I』の
実施に向けて
〜問題作成方針に関する検討の方向性と試作問題〜

　2022 年 11 月 9日，大学入試センターは，令和 7

年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト（以

下「令和 7年度大学入学共通テスト」という）の問題

作成方針に関する検討の方向性および新科目『情報

I』を含む試作問題等を公表した 1）．これらの検討に

は，本会の関係者も含め多くの有識者（大学や高等

学校関係者）にこれまで献身的にご尽力いただいて

きた．限られた紙面であるが，この場を借り，深い

敬意と感謝の意を込めて，その公表内容の一部を解

説とともに寄稿する．

これまでの公表内容の整理

　大学入試センターでは，平成 30年告示高等学校

学習指導要領に対応した令和 7年度大学入学共通テ

ストの出題教科・科目について，「情報」を含む7教

科21科目に再編成するという検討中案を2020年 10

月 20 日に大学等や高等学校の関係団体に示し，意

見を求めた．また，「情報」については，関係団体に

おける検討に資するよう，「『情報』試作問題（検討用

イメージ）」を参考として提供した．

　その後，2021年 3月に出題教科・科目についての

一定の結論を示すとともに，『情報Ⅰ』などのサンプル

問題を公表し☆1，同年7月30日に文部科学省が「令和

7年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト実施

大綱の予告」を通知し，正式に令和7年度大学入学共

通テストに新科目『情報Ⅰ』が出題されることになっ
☆1		水野修治：ぺた語義：大学入学共通テスト新科目「情報」〜これまで
の経緯とサンプル問題〜，情報処理，Vol.62,	No.7,	pp.326-330	(July	
2021)，http://doi.org/10.20729/00211554

た．さらに，同年9月に通知された「令和7年度大学

入学者選抜に係る大学入学共通テスト実施大綱の予

告（補遺）」の中で試験時間を60分とすることと，旧

教育課程の「社会と情報」「情報の科学」に対応する経

過措置を講じることが示された．これを受けて，同

年12月に大学入試センターから，経過措置科目『旧

情報（仮）』を出題すること，試験問題の難易差により

『情報Ⅰ』と著しい点差が生じた場合は得点調整され

ることが示された．

問題作成方針に関する検討の方向性

　平成30年告示高等学校学習指導要領では，新しい

時代に必要な資質・能力の育成やその実現のために

「主体的・対話的で深い学び」に向けた授業改善を行

うことの重要性が示されている．そして，今日，多

くの高等学校等の先生方は，この新しい学習指導要

領に基づいて，授業改善に取り組んでいる．そのこ

とを踏まえ，11月に公表した，令和7年度大学入学

共通テストの問題作成方針に関する検討の方向性に

ついては，大学教育を受けるためにふさわしい能力・

意欲・適性等を多面的・総合的に評価判定すること

に資するよう，以下を基本的な考え方としている．

（1）大学入学志願者が高等学校教育の成果として身に

付けた，知識・技能や思考力・判断力・表現力

等を問う問題作成

（2）各教科・科目の特質に応じた学習の過程を重視し

た問題作成

（3）多様な受験者の学力を適切に評価する試験問題の
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で解答を導き出す試験であることを鑑み，より簡潔

なモデルとして設定し，客の到着間隔の記録から各

到着間隔の累積相対度数を確率と見なした考え方と

乱数を発生させたデータを基に，模擬店の待ち行列

の状況を考察できるかなどを問うている．

　第3問は，日常的な買い物において，代金を支払

う際の「上手な払い方」を考えるという身近な問題解

決を題材としたプログラミングの問題である．この

問題では，先生と生徒の会話を通して，基本的なプロ

グラミングにおける変数の使い方や繰返しによる処

理，算術演算の活用法を理解しているか，また，示

された要件を踏まえたアルゴリズムについて論理的

に考察できるかを問うている．

　これらの問題は，知識・技能のみでは解くことが

できない問題となっており，日ごろの授業の中で実

習を通して培われる問題解決を目的とした科目の本

質を追究する学びができていれば，受験者はしっか

り対応できるものと考える．そのために，指導者は

学習指導要領の趣旨を理解し，授業を通してどのよ

うな資質・能力を生徒に身につけさせたいかを明確

にした授業計画が必要となる．　

作成

　また，2025年から始まる新科目『情報Ⅰ』の試験も

どのような試験にするか，これまで有識者によって

検討を重ねてきた．そして，全体の問題作成方針に

関する検討の方向性を踏まえて，具体的な試作問題

とともに図 -1のような方向性で検討すると公表した．

　この方向性を基に，今後最終的な共通テスト『情

報 I』の問題作成方針を決定することになる．

試作問題『情報Ⅰ』

　今回公表した試作問題は，2021年 3月公表のサン

プル問題とともに共通テスト『情報 I』について具体的

なイメージを共有する1つの形であり，2025年の実

施に向けて引き続き検討する基となる．

　試作問題『情報 I』は，配点100点の問題セットとし

て次のような4つの大問で構成されている．

第1問…情報や情報技術に関する問題（小問×4）

第2問…テーマ別の問題（中問×2）

第3問…プログラミングに関する問題

第4問…データの活用に関する問題

　これらの問題は，見ていただければ分かるように，

図 -1の検討の方向性に従って，さまざまな事象を情

報とその結び付きの視点から捉え，単なる知識・技

能ばかりではなく，探究的な活動の中で生きて働く

知識を生かした思考力・判断力・表現力等を発揮し

て解く問題となっている．これは，言うまでもなく，

長年実施されてきた情報処理に関する資格試験で測

ろうとする資質・能力とは本質的に異なるものである．

ここでは，紙面の都合もあり，問題の発見・解決と

関係の深い第2問のシミュレーションを扱った問題

と，第3問のプログラミングに関する問題について

紹介する（図 -2，いずれも抜粋）．

　第2問は，独立した2つの中問で構成されており，

その1つは，待ち行列のシミュレーションを用いた

問題解決に関する問題である．この問題では，文化

祭で出店したクレープ店（模擬店）を題材に，生徒が主

体的に学習し探究する場面を設定している．短時間

　新学習指導要領で示されている「情報 I」で育成を目指すこ

ととされている資質・能力を重視したものとなるよう検討

する．

　今回公表する試作問題は以下の考えの下で作成した．

〇日常的な事象や社会的な事象と情報との結び付き，情

報と情報技術を活用した問題の発見・解決に向けての

探究的な活動の過程，及び情報社会と人の関わりを重

視する．

〇社会や身近な生活の中の題材や受験者にとって既知では

ないものも含めた資料等に示された事例や事象について，

情報社会と人との関わりや情報の科学的な理解を基に考

察する力を問う問題などとともに，問題の発見・解決に

向けて考察する力を問う問題も含めて検討する．

〇試作問題の中にあるプログラム表記は，授業で多様なプ

ログラミング言語が利用される可能性があることから，

受験者が初見でも理解できる大学入試センター独自の日

本語でのプログラム表記を用いた．令和 7 年度試験問題

も同様の方向性で検討する．

図 -1　『情報 I』問題作成方針に関する検討の方向性
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図 -2　試作問題『情報 I』（一部抜粋）
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実施大綱を公表し，大学入試センターは，正式に共

通テストの出題教科・科目の出題方法等および問題

作成方針を公表する予定である．

共通テスト『情報 I』の持続可能な
実施に向けて

　共通テスト『情報I』の実施に向けて，これまで多く

の関係者からご支援ご協力をいただいてきた．そして，

今回公表した内容を基に，大学等が求める令和7年度

共通テスト『情報I』の実施に向けてさらなる検討が必

要となる．また，令和7年度以降，安定した試験実施

に向けて良質な試験問題を作成し続けていくためには，

今後も多くの専門家の協力なしではなし遂げることが

できない．引き続きご支援ご協力をたまわりますよう

何卒お願い申し上げます．
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共通テスト用プログラム表記

　「情報 I」の授業で使用するプログラミング言語は多

様であることから，共通テスト『情報 I』の試作問題作

成にあたっては，大学入試センター独自の共通テス

ト用プログラム表記を用いている．このプログラム

表記は，授業等で何らかのプログラミング言語を用

いて実習している生徒であれば容易に理解できるも

のとなっているが，その表記を例示した資料も併せ

て公表している（図 -3，一部抜粋）．また，二分探索

のアルゴリズムを例に共通テスト用プログラム表記

と教科書で利用されているプログラミング言語との

対比も掲載しているので参考にされたい．

今後の予定

　2022 年度中に国公立大学をはじめ各大学は，そ

れぞれのアドミッション・ポリシーに基づき，また，

今回の公表内容を踏まえて，『情報 I』を入試科目と

して課すかどうかを予告する．また，文部科学省が

2023年 6月（予定）に令和7年度大学入学共通テスト
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図 -3　共通テスト用プログラム表記の例示
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